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アルゼンチンでは,森林は国境沿いに広がっていて,亜熱帯湿林,温帯広葉樹林など森林型が多様で,豊

富な蓄積を保有している｡その開発は進んでいないが,開拓事業によって利用可能な経済林は次第に減少

し,残された未利用林はいずれも容易に開発利用することが困難な奥地にあり,しかも搬出手段を欠如して

いるために,供給力の増大が阻害されている｡したがって国内供給力の不足を輸入によって補っている現状

から考えると,アルゼンチンからの木材輸入は期待薄である｡しかしアルゼンチン産材についての記録もあ

まり見られないことから,ここにわずか10樹種ではあるが, その原色写真および3断面の顕微鏡写真 (Ⅹ40)

とともに各樹種の概要を記載した｡ これらの材は ServicioNationalForestal(Argentina)より送付された

もので,その御好意に対し謝意を表する｡

1.AspldospermapolgneuronMUELL.ARC. APOCYNACEAE

PalorOSa

アルゼンチンでは北東部の Misiones地方にやや多くの蓄積があり, ブラジル中南部,パラグアイにも分

布する｡ブラジルでは Perobaamarello,Perobarosaと呼ばれる｡

樹高 25-30(40)m,枝下高 15-20m,直径 0･8-1･2(118)mの高木｡辺材は狭く黄白色,心材は帯紅黄

褐色で濃淡の縞がある｡時間の経過とともに金褐色に変わる｡年輪はあまり明瞭でない｡木理は通直ないし

不規則,肌目は精で均一｡

気乾比重0･82-0･96｡縦圧縮強さ804kg/cm2,曲げ強さ616kg/cm2,圧縮ヤング係数 126×103kg/cm2,

曲げヤング係数93×103kg/cm2｡硬く,割裂しやすい｡釘着には前穿孔が必要｡加工,乾燥は容易｡研摩,

塗装,接着性は良好｡耐久性があり,虫害にもかなり抵抗性がある｡

道管は単独またはごくまれに放射方向に2個複合したものが散在する｡接線方向の直径は50-80/上で,肉

眼では判別しにくい｡分布密度はやや高い｡チロースが認められる｡柔組織は散在型でシュウ酸石灰の結晶

を鎖状に連続して含むものがある｡放射組織はほとんど同性で単列または複列｡肉眼では柾目面でかろうじ

て判別できる｡結晶や内容物を含む｡

建造物,造船,枕木,高級な家具や指物,床板,階段,ろくろ細工,靴型,装飾合板に用いられる｡

ブラジルやパラグアイでは Palorosa という呼称で A.perobaALLEM を指す こともある｡またこれを

*木材生物部門 (上)ivisionorWoodBiology)
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Perobarosaとも呼ぶ｡なおアルゼンチンでは PterogJnenilen∫TUL･(LEGUMINOSAE)もPalorosaと

いう｡

2.Balfourodendronrledelianum ENGL. RUTACEAE

Guatamb血blanco

アルゼンチンでは北東部の Misiones地方, ブラジルでは南部の SaoPaulo地方,パラグアイでは北,

中部に分布する.アルゼンチンでは GuatambL'lblancoのほか Guatambumoroti,Ibiranete,ブラジルで

は Marfim,Paoliso,Paumarfin,イギリスでは Ivorywoodなどと呼ばれる｡

樹高20-25m,枝下高 12m,甫径0･5-0.8mの中高木o 辺心材の区別は不明瞭で,狭い辺材は白色ない

し淡黄色,'山村は黄色ないし淡褐色,しばしば暗い条がある｡木理は通宙,肌目は精｡

気乾比重 0･70-0･90｡収縮率は接線方向9･5-ll.0%,半径方向5.0-6.0%｡縦圧縮強さ800-900kg/cm2,

曲げ強さ1600-1800kg/cm2,圧縮ヤング係数 139×103kg/cm2,曲げヤング係数 115×103kg/cm2｡硬いが加

工は容易｡研摩,塗装,接着性は良好｡耐久性は中庸｡

道管は単独のものと放射方向に2-3個複合したものとがやや多く散在する｡接線方向の直径は60-80〃

で,肉眼では認めにくい｡淡褐色の内容物を含むものがある｡柔組織はイニシアル型で年輪界に数層あり,

随伴型のものでは周囲型と帽状,まれに散在型もある｡シュウ酸石灰の結晶を鎖状に連続して含むものがあ

る｡放射組織は異性で2-4細胞幅あるが,肉眼では認めにくい｡結晶を含み,ときに内容物がある｡イニ

シアル柔組織の中にカルスないし樹脂道状の組織が認められる｡

外部構築材には用いられないが,高級指物,合板,家具,ろくろ細工,工具の柄,農具などに用いられる｡

加工時,微粉が皮膚や粘膜を刺激する｡

3.DiateTWPterUXSOrbifolia RADLK. SAPINDACEAE

Mariapreta

アルゼンチンの北部 .Tujuy,Misiones,Salta地方,ブラジル南部,パラグアイに分布する｡アルゼンチン

では Misiones,Saltaに多く,lbira-pi-h'1,Siguillo,Siquillo,Suiquilloなどの俗称 もある｡

樹高 15-20m,宙径0･5-0･8mの中高木｡材は淡白茶色で縞模様がある｡木理は通直,肌目はやや精｡

気乾比重0･73-0.97｡耐久性はない｡

道管は単独のものおよび放射方向に2-3個複合したものが散在する｡分布数が多く,接線方向の直径は

60-80/1. 肉眼でかろうじて認められるCときに内容物を含む｡柔組織はターミナル型および周囲型で,ほ

とんどの細胞に内容物が充満している｡大きいシュウ酸石灰の結晶を含んだ柔細胞が数個連なって存在する

ことがあるo放射組織は単列同性で肉眼でかろうじて認められる｡内容物に富む｡ほとんどの木繊維には隔

壁が認められる｡

家具,車両,ろくろ細工に用いられる｡

4.Hellettalongifollata BRITT.

Caneladevenado

RUTACEAE

アルゼンチンの北東部 Corrientes,Misiones地方にやや多く存在する｡

樹高 12m,直径0･3mの中木｡材は黄白色で感触の柔らかな縞がある｡ 木理は通直,肌昌は精｡

気乾比重0･86-0.96｡かなり硬く,やや耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に2個複合したものとが散在する｡分布密度は中程度で,年輪界には分布し

ない｡接線方向の檀径は40-60FLで肉眼では判別しにくい｡内容物を含む｡柔組織はタ-ミナル型のほかに

随伴,散在型があり,シュウ酸石灰の結晶を含む柔細胞が鎖状に連続して配列することがある｡放射組織は

同性で単列ないし3細胞幅｡肉眼では認めにくい｡

道具勅の柄,車両の床と構造物,玩,木炭,薪などの用途がある0
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5.HolocalyxbalansaeM ICHELI

Alecrin

LEGUMINOSAE

アルゼンチンの北部 Chaco,Corrientes,Formosa,Misiones,SantaFeに蓄積が多い｡アルゼンチンでは

Alecrin,Ibira-pepe,Uira-papa,Ybira-pepe,Ybura-pepe,ブラジルではAlecrim,パラグアイではUripapa

などの俗称がある｡

樹高8-20m,枝下高6m,直径0.5-1･Omの中高木で星状の幹型をしている｡材は淡灰褐色で木口面に

年輪状の縞模様がある｡木理は交錯,肌目はやや精｡

気乾比重0･89- 1･15｡きわめて硬く,耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に2-3個複合したものとが散在する｡分布密度はあまり高くはない｡接線

方向の直径は40-60/uで肉眼では認めにくい｡ときに内容物がある｡栗組織は帯状で接線方向に連なる.こ

れが木口面で年輪状に見える｡道管は大部分が帯状柔組織の中あるいはそれに接した位置に分布する｡柔組

織には結晶が鎖状に配列しているものがある｡放射組織は同性で単列ないし3細胞幅,肉眼では認めにくい

が,層階状に配列している｡

楚築,家具,車両の軸棒やスポ-ク,高級なろくろ細工,木炭などに用途がある｡

6.Lueheadlvaricata M ART.ET ZUcc.

Azotacaballo

TILIACEAE

南米ではアルゼンチン北東部の Chaco,Corrientes,EntreRios,Formosa,Misiones,SantaFeとブラジ

ル南部の RiodeJaneiro,SaoPauloおよびパラグアイに,中米ではガテマラ, ホンジュラス, メキシコ

に分布する｡アルゼンチンではAzoitecavallo,Azotacaballo,Cabeti,Sotacaballo,ブラジルでは Agoita

cavallo,Saltacavallo,イギリスでは Horsewhipwood,ドイツでは Pferdepeitsche,中米では Guacimoな

どと呼ばれる｡

樹高 15-30m,枝下高 4-15m,直径 014-1･Om,大きく分岐した非常にしなやかな枝で樹冠が形成され

る高木.辺心材の区別は不明瞭で,辺材は心材より明色,新らしい心材は淡灰褐色で,時間の経過とともに

赤褐色に変化し,やや濃色の縞が認められる｡木理やや交錯,肌目やや精｡

気乾比重0･57-0･85｡収縮率は接線方向8･0-9･5%,半径方向3･0-4･0%,縦圧縮強さ500-850kg/cm2,

曲げ強さ1000-1120kg/cm2,圧縮ヤング係数 112×103kg/cm2,曲げヤング係数 92×103kg/cm2｡乾燥,価

工,切削は容易,釘着,接着性良好｡耐久性はない｡

道管は単独のものと放射方向に2-3 (4)個複合したものとが散在する｡分布密度は低く,年輪界には

分布しない｡接線方向の直径は約 100FLで,肉眼でも認められる｡ チロースや内容物を含むことがある｡柔

組織は散在型で多数分布し,肉眼では認められないが,放射組織の間を連絡するように配列している場合も

ある｡内容物が認められる｡放射組織は異性で,単列のものと2-3 (4)細胞幅のものとが層階状に配列

し,材面ではリップルマークを現わす｡縁辺の方形細胞にはシュウ酸石灰の結晶を,平伏細胞には内容物を

含んでいる｡

屋内造作,床板,枠組,木型,木靴,銃床,家具などの用途がある｡樹皮はなめしや痛風,下痢の薬に用

いられる｡

7.PIptadeniarigida BENTH. LEGUMINOSAE

Anchicocolorado

アルゼンチンでは北東部の Chaco,Corrientes,Misiones地方に, ブラジルでは南部の SaoPaulo地方

に分布する｡ アルゼンチンでは Corrientes,Misionesに蓄積が多く,Anchico,Angico,Curupaina,ブラ

ジルでは Angicavermelho,Angik,Curupay,イギリスでは Angico,O～ueenwoodなどと呼ばれている.
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樹高20-25m,枝下高 7m,薗径0･5-1･Omの高木｡枝が多いO辺材は狭く淡紅色,心材は最初は明褐な

いし赤褐色で,時間の経過とともに暗色を帯びてくる｡やや濃色の縞がある｡木理は斜走ないし交錯,肌目

はやや精｡

気乾比重0･80- 1･01｡ 縦圧縮強さ630-710kg/cm2, 曲げ強さ1250-1400kg/cm2, 勇断強さ122-125

kg/cm2,曲げヤング係数 160-180×103kg/cm2｡硬く,耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に2-3個複合したものとが中程度の密度で散在する｡接線方向の直径は50

-150ILで,肉眼でも認められる.赤色の内容物を含む｡ 某組織は帽状および周囲型で,ときに連合する｡

ターミナル柔組織も認められる｡シュウ酸石灰の結晶を含む栗細胞が鎖状に連なって分布することがある｡

放射組織は同性で,単列のものと2-3細胞幅のものとがあるが,肉眼では柾目面でかろうじて認められる｡

内容物に富む｡

建築,造船,車両,枕木,橋,一般構造物,床板,合板,柱,秤,家具,ろくろ細工に用いられる｡

8. Prunussubcorlacea KoEHNE. ROSACEAE

PerslguerObravo

アルゼンチンの北東部 Corrientes,Misiones地方にやや多くの蓄積がある｡

樹高 16m,枝下高6m,直径0･4mの中高木｡材は赤褐色で,ビスフレックスのほかにやや濃色の縞があ

る｡木理はほぼ通宙,肌目は精｡

気乾比重0･64-0･76｡やや硬 く,耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に数個複合したものとが 中程度の密度で散在する｡ 接線方向の直径は50-

80〃で,肉眼でかろうじて認められる｡ときにチロースや内容物を含む｡側壁にはらせん肥厚が認められる｡

某組織は独立型で放射方向に細い線を形づくるものが多数認められる｡集晶を鎖状に連続して含むものがあ

る｡放射組織は異性で,単列のものと4-6細胞幅のものとがある｡集晶および内容物を含む｡傷害細胞間

道には樹脂様物質が充満している｡傷害柔組織が認められる｡

一般工作物,道具の柄,ろくろ細工に用いられる｡

9.Saplumhaematospermum M UELL.ARG･

Curupl

EUPHORBIACEAE

ァルゼンテンでは BuenosAires,Catamarca,Chaco,Corrientes,EntreRios,Estero,Formosa,Jujuy,

Misiones,Salta,SantaFe,Santiagoなど北部から中部におけて,およびブラジル南部やパラグアイに分布

する｡Curupiのほかに Curupi-cay,Kurupikai,Lecher6n,Pega-pega,Punuaなどの俗称がある｡

樹高 10m,直径0.4m,概して太く短い中木｡材は淡赤褐色で年輪状の縞模様がある｡木理はやや通直な

いしやや斜走,肌冒はやや粗｡

気乾比重 0･33-0･70｡比較的軽軟な材で,やや耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に2-数個複合したものとが散在する｡ 接線方向の直径は120-160〃で肉

眼でも認められる｡分布密度は低い｡褐色あるいは赤色の内容物を含むことがある｡柔組織は帯状および周

囲型で内容物を含み,とくに濃色な帯状柔組織は木口面で年輪状に見える｡帯状柔組織には垂直樹脂道があ

る｡放射組織は同性および異性で,単列の小さいものから2-4細胞幅のものまであり,肉眼でも認められ

る｡内容物を含む｡

利用価値は高 くはないが,おもちゃ,ろくろ細工に用いられる｡樹皮からとりもらを採るo

curupiと呼ばれるものには上記のほか S･aucupariumJACq･Var･∫tenOPkiyllum GRISEB･や S･monleuidense
KLOTZSC1-1がある｡
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10.TremamicranthaDC. ULMACEAE

Palopolvora

アルゼンチンでは Chaco,Corrientes,Formosa,Jujuy,Misiones,Salta,Tucumanなど北部各地にやや

豊富な蓄積があり, ブラジルにも分布する｡ Palopolvoraのほかに Afadacolorado,Frutadepaloma,

Ingablanco,Tabablancoなどの俗称がある｡

樹高 10m,直径0.3mの中木o材は淡灰褐色,縞模様がある｡木理通直,肌目やや精｡

気乾比重0･37-0･61｡やや耐久性がある｡

道管は単独のものと放射方向に2-4個複合したものとが中程度の密度で散在する｡接線方向の直径は80

-100FLで肉眼でも認められる｡ チロースや内容物を含む｡栗組織はターミナル,短接線状,散在の各型が

あるが,短接線状型で放射組織間を連絡している場合がある｡内容物を含む｡放射組織は異性で,単列のも

のと2-4細胞幅のものとがある.層階状に配列し,リップルマ-クを現わす｡縁辺の直立細胞にはシュウ

酸石灰の結晶が認められる｡内容物を含む｡

箱,工作物,製紙用パルプ,火薬用木炭などの用途がある｡

参 考 文 献
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L Aspidospermapolyneuron

4.Heliettalongifoliata

2
.
Balfourodendronriedelianum3.
Diatenopteryxsorbifolia

5･Holocalyxbalansae 6･IJueheadivaricata
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7･Piptadeniarigida 8.Prunussubcoriacea

9･ Sapium haematospermum 10.Tremamicrantha
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L Aspidospermapolyneuron
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5. HolocalvxbalarlS･ae

Alecrin

6. I.ueheadivaricata

Azotacaballo
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8. Prunussubcoriacea
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9･ Sapium haerllatOSpermum

Curupi

1(). Tremamicrantha

Palopoivora
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EUPHORBIACEAE
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